
おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
NO. 企業等名 取組概要 関連ゴール 

１ 株式会社鮑屋 

私どもは、水産物の卸売、水産加工品の製造、小売業を行っております。 

・未利用低利用魚を積極的に買い付けし、加工することで付加価値を付け、販売し

ています。 

・「小田原の豊かさに貢献する」とテーマに掲げ、ミナカ小田原へ直売店を出店。持

続可能な観光業への貢献を目指します。 

・高齢者の雇用環境の整備 （65歳以上 ７名在籍 最高齢 73歳）  

 

２ 株式会社 伊藤園 

伊藤園グループは、創業以来「お客様第一主義」の経営理念に基づき、お客様との

接点を第一に考えて、企業活動に取り組んできました。「お客様第一主義」とは、常

に「STILL NOW（今でもなお、お客様は何を不満に思っているか）」の精神で、お客

様に沿う製品やサービスを提供し、お客様のより良い生活に貢献することです。

「STILL NOW」の精神で常にお客様の声に耳を傾け、自然素材を活かした安全・安

心の品質で、お客様の健康的なライフスタイルへの提案を行い、製品ライフサイクル

を通じた資源循環にも取り組んでいます。持続可能な社会の形成の為、小田原市と

共に、伊藤園が開発コンセプトに掲げる自然・健康・安全・良いデザイン・おいしいを

もった製品およびその特徴を、イベントや販促物を活用しながら、市民の健康維持・

向上に寄与することを、より多くの方々に知って頂き、その有用性の認知促進を図っ

て参ります。 

 

 

３ 有限会社ヴィーブ 

有限会社ヴィーブは、「髪のみならず肌も心も美しくなれる場所」をモットーに、「ヴィ

ーブ美容室」として 1988年に創業しました。 

地域のお客様とともに発展を目指し、高まるニーズに合わせたエステサロンを併設し

たトータルビューティーサロンを営業しています。 

・高齢や怪我など様々な理由によって外出が難しい方へ、美容室への送迎サービス

を行うほか、お客様に席を移動していただくことなく、同じ場所で施術が可能な移動

式のシャンプー台を導入しています。 

・産休、育休の取得、時短勤務など、出産や育児などを経てライフステージが大きく

変わる女性の美容師が、その都度働きやすい職場環境を整えています。 
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・心の健康のために、ヴィーブ美容室は髪やお肌をきれいにするだけではなく、ちょ

っとした悩みも気軽に相談できるような、笑顔溢れる場所でありたいと願っています。

人や環境を大切にすることで、より良く暮らせる状態を保てるように、フェアトレードや

オーガニックの原材料、製法にこだわった原料を使用した人にも環境にも優しい施

術、製品の販売を心掛けております。 

４ ウォータースタンド株式会社 

・小田原市とプラごみ削減を目的とし協定を締結しました。 

・給水スタンドを庁舎内、各施設へ設置し、市民へのマイボトル普及を目指す。 

・民間企業への取組を周知し、企業への取組促進。 

・学校教育の場への導入、SDGｓの取組を案内。 

 次世代への活動をしていく。 

 

５ 
Sプライムエージェンシー合

同会社 

・歯ブラシ回収ボックスによるリサイクル活動 

・使用済み歯ブラシを利用した、非プラスチック歯ブラシの開発。 

・オンラインを利用した医療の普及活動・地域間の格差是正等。 

・これからの地球を今までより住みやすいものにして子供達や未来が明るくなる様に

全力で貢献します。 

 

 

６ 
株式会社エゾン 江之浦ダ

イビングサービス 

・江之浦漁港付近の海中及び海岸の清掃活動を定期的に行い、海中環境の保全と

海岸整備活動を行っています。 

・江之浦漁港周辺の海岸を監視し、密漁を防ぎ漁業資源の保守活動を行っていま

す。 

・漁業者の稚貝放流や海藻再生プロジェクトに協力し海中資源の再生活動に参加し

ています。 
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・バリアフリーダイビングイベントを開催し、ダイビングを通して障がい者ダイバーと健

常者ダイバーの交流や支援活動をしています。 

・障がい者ダイバーが利用しやすいよう施設改善をしています。 

・地元高校の課外活動を通してダイビングの指導と海についての教育に協力してい

ます。 

７ 

オセアンケアワーク株式会

社 オセアンビクトリア小田

原 

当社は「あらゆる人々に適切な支援と真心のこもった行動で、喜びや満足そして幸せ

を提供し、地域の人々の健康と豊かな社会に貢献する」を経営理念として、高齢者グ

ループホームやデイサービスを運営（小田原市２施設、横浜市戸塚区に３施設）して

います。 

・施設での食事は、要介護高齢者の嚥下や咀嚼の状況に合わせ「刻み食」「ペー 

スト食」などの食事を提供、低栄養予防に取り組んでいます。【１・２】 

・生活保護受給者の受け入れ人数に制限を設けず、誰でも必要なサービスを平等 

に受けられるような体制を整備しています。【３】 

・施設従事者の経験、資格等に応じた昇給や定期昇給判定の仕組みを設け、さら 

に資格取得支援や正社員雇用への転換も随時実施しています。【８】 

・社員全員が「かながわプラごみゼロ宣言」に登録し、環境保護に寄与しています。

【１４】 

・地域包括支援センターや行政と連携して、高齢者虐待等で在宅生活が困難かつ

緊急対応が必要なケースの受け入れも行っています。【１６】 

今後の取り組みとしても、団塊の世代の方が後期高齢者になる２０２５年問題に向け

て、高齢者グループホーム整備を積極的に展開してまいります。 

 

 

８ 
株式会社おだわらコンサル

ティング 

弊社は西湘地域の持続可能な未来をつくるために、法人・個人事業主様への経営・

業務改善コンサルティングおよび地域シンクタンクとしての提言活動を行っていま

す。 

コンサルティングを行う際に弊社が大切にしていることは、SDGs・DX(デジタル・トラン

スフォーメーション)・legacyの 3つを取り入れた提案を行うことです。 

弊社での取り組みは以下のとおりです。 
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8)働きがいも成長も 

西湘地域にお住まいの方々が、自己の熱意と創意工夫で起業し、持続可能な事業

を創り出すためのコンサルティング支援。 

9)産業と技術革新の基盤をつくろう 

顧客の事業にマッチする最新のデジタル技術を紹介し、従来の事業をスケールさせ

るための提案を行うとともに、顧客へデジタル技術そのものの啓もう活動を実践。 

11)住み続けられるまちづくりを 

地域シンクタンクとして、西湘地域の持続可能な未来を実現するための提案、提言、

講演活動を実施。 

その他 

・小田原市の SDGs普及事業の一環である「おだちん」へ事業者として参加。 

・代表取締役が 2020年 9月に小田原市より「文化振興審議会審議委員」を受嘱し、

活動中。 

９ 
特定非営利活動法人小田

原食とみどり 

・曽我地域のたんぼ 7カ所、はたけ 3カ所、梅林 2か所、合計約 1haの耕作放棄地

を借り受けて復元し、様々な農業体験を主催しており、毎年約 300名ほどの参加者

があります。 

・環境保全、生物多様性の観点から、全ての圃場では有機無農薬栽培を行っていま

す。 

・小田原市の特産品として玉ねぎのおいしさを広めるために「小田原玉ねぎを作って

みよう」を開催しています。また、曽我地域の特産品である梅を使った企画を開催し、

地域の活性化に貢献しています。 

・曽我小学校での玉ねぎ栽培授業を行い、収穫した玉ねぎを給食の食材として使

い、地産地消や小田原の農産物を学ぶ食育に貢献しています。 

・貸農園には小田原市内外の利用者が、週末農業を楽しみながら自給自足を実践

しています。 

・有機無農薬栽培を活かして、田んぼと畑での生き物観察会を開催し、子どもたちに

は生物多様性や生き物との共生を学ぶ機会を作っています。  
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・当法人のホームページを通して就農の相談があった方を地元生産者へ紹介するな

どの新規就農者を支援しています。 

10 小田原鍼灸マッサージ師会 

我が国は、世界有数の医療大国である。それにもかかわらず医療費は増え続け破綻

寸前です。２０１５年に地域包括ケアシステムが本格的にスタートし、医療の現場も少

しずつ変わって来ています。年数回行っている当師会講師による介護予防教室にお

いては、「経絡テスト」を行い自己の良くない箇所を特定しその後、当師会独自の「経

絡ストレッチ」によって身体柔軟性アップや自己の自然治癒力向上、体力増進、免疫

力アップを体験していただきたい。老年齢でも健康であることを実感出来、ご家族や

周りの人に迷惑を掛けずに、いつまでも元気に仕事や生活が出来ることが目標。一

日でも健康寿命を長く継続せることが寿命を伸ばしても医療費を抑えることになりま

す。若い世代の負担を減らすことで、働くことへの意義を持たせたい。また、イベント

等で行うのは鍼施術、今や世界一と言われる日本式の按摩、指圧の揉みほぐし。鍼

の施術においては管鍼法を用いて痛くない鍼を行い、初めての方でも安心安全に

心がけます。室内の安全や換気の注意しながらですが、セルフお灸教室を開催し、

健康な身体作りのお手伝いを致します。障害者には出入口の段差をなくすように心

がけたり、心のケアを第一にします。健康な身体があれば働く気力を増し、家族も安

心して生活が出来、幸せな未来が築けます。 

 

 

11 
一般社団法人小田原路面

電車協会 

・小田原の歴史遺産である元市内電車２０２号の記憶を後世に伝えるための保存活

動を通して、みんなで物を大切にする、古いものを再活用して長く使い続けることを

伝えていく。                            

・会員や一般市民の方がボランティアで車両の清掃や保守を行うことで、車両をきれ

いな状態で維持し、さらに小田原への愛着を持っていただくことができる。                        

・２０２号の往時を知る方が若い世代に思い出を語ってもらい、さらに次の世代に語り 

継いでいくことで世代間交流を図る。                             

・車内での展示会・講演会などのイベントをとおして、鉄道文化の啓蒙を行い、鉄道

の歴史と地域に果たした役割を考える「学習の場」として活用する。                                

・東海道五十三次のうち箱根八里のルートである「箱根口」を観光の拠点と位置づ
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け、まち歩きを促進し、市街地活性化に利用する。                 

・高齢者の移動手段を確保するための新しい交通手段の検討に役立てる。    

・路面電車が走る長崎など他都市を見学し、友好を図り、次世代型交通システムの

研究につなげる。                             

・太陽光、水素、水力、風力など再生可能エネルギーの地産地消を検討し、脱炭素

化社会実現のために研究する。     

１2 株式会社カヤック 

・小田原市が進める「SDGs体感事業」（神奈川県が展開する「SDGsつながりポイント

事業」との連携事業）の元、当社が開発したコミュニティ通貨サービス「まちのコイン」

を通じて「地域活性化」と「SDGsの自分ごと化」を目指す取り組みを展開しています。 

・「まちのコイン」ではスマホアプリを活用し、ごみ拾いやエコバック持参などの SDGs

につながる活動や、イベントへの参加などで「おだちん」（小田原のポイントの単位）

がもらえます。もらった「おだちん」は、賞味期限直近の食品を購入してフードロス対

策につなげたり、お店の裏メニューを見せてもらうなどの特別な体験に使えます。自

分の行動がどの SDGs の目標に紐づいているかをアプリ上で簡単に確認することが

でき、普段の何気ない行動が実は SDGs につながっていることを体感することができ

ます。 

・SDGs 体感事業のテーマは「おとなもこどももつながるまち小田原」です。世代を超

えたつながりづくりにポイントを付与することにより、多様な人々がまちづくりや SDGs

に関わることを目指しています。 

 

13 
NPO法人ぎんがむら ぎん

がむらママちゃん HOUSE 

小田原で約 20年間子育て支援を軸にした事業を行っています。 

住み続けられるまちに大切なことは小田原で子育てをして小田原で暮らしたいと思っ

てもらうこと人を増やすことが大事だと考えています。 

保育やコミュニティ活性化事業を通して女性の起業・自立支援、学びの場を提供し

ています。 

・食育と自然とのふれあいを大切にしている未就園児保育 

・親子カフェ企画（ワークショップなどの学びの場の提供） 
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・女性起業支援（スペース提供） 

子育てのコミュニティの場で出会い、楽しみ、学びあう、人と人との関わり合いで親も

子もこころもからだも成長していくのだと感じます。 

共に育ち合い、保護者自身も能力を発揮し、子育ての思いやサービスをカタチにし

ながら、豊かな自然環境に恵まれた小田原で一緒に子育て楽しみましょう。 

グループ会社の有限会社ぎんが邑 RIV総合研究所では、保育園運営と子育て支援

センターの運営をしています。幅広いネットワークで築いた地域のパートナーの協力

も得てみなさんをサポートします。 

 

 

１4 
有限会社ぎんが邑 RIV総

合研究所 

持続可能な社会の実現を目指し約 20 年間様々な団体、専門家、地域、商業施設、

商店街、子育て支援者達との信頼関係を構築して活動してきました。 

保護者・子ども同士がつながり合い、成長し合い、人と繋がり、健全な心と体を育ん

でいけるようにすることが、住み続けられるまち小田原の土台になると考えています。 

【取組内容】 

親子に寄り添い、一人ひとりの成長を大切に育むことを理念に掲げています。 

・ぎんがむら保育園しろやま：人権に配慮した親子に寄り添う保育の実施、食育に力

を入れた給食の提供 

→子どもの人権を守り、お互い尊重するこころを育てています。 

→無農薬・無添加にこだわり、地元の食材を使用した給食を提供しています。 

・子育て支援センター（マロニエ・いずみ・こゆるぎ）での支援事業 

→子育て中の親子の交流促進、孤立化防止のための相談事業を行っています。 

2021 年 4 月に開園するぎんがむら保育園オダワラソダチでは、コミュニティスペース

を設け、地域の方との交流をより活発にさせるように工夫をしています。 

グループ会社の NPO 法人ぎんがむらとも連携し幅広いネットワークで築いた地域の

パートナーの協力も得てみなさんをサポートします。 

 

 

 

 

１5 株式会社コイワイ 

弊社は鋳造業です。鋳造は紀元前４０００年も前に編み出され、人々の生活と共に進

歩して、今日まで伝えられてきました。鋳造の作業環境は３K の代表と言われ、働く

方々に負荷のかかる仕事でした。また金属を溶解して型に流し込み製品を造る為、  
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溶解時には電気やガスなどエネルギーを大量消費します。弊社では、この鋳造がこ

れからも人々の生活役立つ技術となることを目指し以下の取り組みをします。 

＊職場環境を整備してダイバーシティを推進、キャリアアップの支援をします。 

＊人々の生活に役立つ働き甲斐のある仕事に取り組み、同一労働同一賃金の達成

をします。 

＊地域の雇用拡大や学生の工場見学などの機会を設けて広く社会に貢献します。 

＊エネルギー効率の改善を図ると共に再生可能なエネルギーへの転換を行いま

す。 

＊鋳造技術伝承と共に新たな技術を融合させて革新的な技術を編み出し次世代に

伝承します。 

＊国内外広く人材を求め、持続可能な社会の一員となれる企業を目指します。 

＊廃棄物の発生の防止、再利用により廃棄物の削減を進めます。 

＊グループ企業の連携の強化、スタートアップ企業への支援を通じてパートナーシ

ップを強化、持続可能な社会の達成に貢献します。 

 

１6 
国際航業株式会社 神奈

川支店 

当社はインフラ整備、防災・減災、環境保全等の事業を通じて、SDGs・気候変動問

題などのサステナビリティ課題の解決に取組んでいます。とりわけ、気候変動対策に

おいては「緩和策」として、太陽光発電などの再生可能エネルギー発電の開発事業

に加えて、空間情報技術を用いた太陽光発電のポテンシャル調査など自治体等を

支援する事業を推進しております。 

【再生可能エネルギー利用の推進】 

・再生可能エネルギー施設の開発・普及、推進につながる政策や仕組みの形成・実

行に取り組んでいる。地方創生を目的にした「まちづくり」を通して、地域内の再生可

能エネルギーの活用「エネルギーの地産地消」を行うとともに、電力の地域内循環で

生まれた資金を域内経済発展に生かす新電力事業を進めている。 

【市民の気候変動への理解・行動を促す取り組み】 

・広く市民の気候変動への理解を深め、行動を促す取組みをしている。具体的に

は、自社が保有する太陽光発電所をフィールドに環境教育を行っている。また、気
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候変動などの地球の課題をビジブルに表現するインタラクティブ地球儀 SPHERE（ス

フィア）を活用し、次世代を担う子供たちに気候変動問題などに関する理解・行動の

促進を行っている。 

１７ 医療法人小林病院 

◆当院は地域に密着した多機能病院として、地域医療に貢献することを基本理念

とし、急性期から介護保健までシームレスな医療サービスを提供しております。その

ため、職員は、日々、研鑽を積み医療の質の向上に努め、地域住民の健康の保持

増進、福祉の向上に寄与しております。 

◆また、予防医療活動を通じて、近年問題となっております“AYA 世代”特に女性

特有の子宮がん、乳がんの早期発見、早期治療に向け「レディスドック」の開設など

がん検診の受診勧奨に努めてまいります。 

◆女性の社会参画(就労継続）を促すため、職員の子育て支援の一環として男性

職員の育児休暇の取得支援、育児短時間休業制度の延長(小学校卒業まで)を制

度化しております。また、24 時間保育室を院内に整備することにより看護師等の夜

勤勤務に関わる従業員が長期に勤務できるよう環境を整備しております。 

◆超高齢社会の中で定年退職後の継続雇用(再雇用制度）を従来から制度化して

おります。高齢職員が生きがいを持って活躍できる場を提供し、健康で働く意思が

あれば、65 歳を超えての就労を可能としており、現在、19 名の職員が勤務しており

ます。 

◆健康保険連合会神奈川支部より健康優良企業の認定を受け、健全な職場環境

つくりと職員の幸福の追求に努めております。 

 

 

１8 株式会社コンセンサス 

・個人や企業、組織で働く人とその家族に対して、物心共に豊かになることを使命と

しています。 

・2019 年から小田原市役所の職員向けセミナーを通じて、職員とその家族が経済的

な安心を抱き、思い切って人生を生きる仕組みを提供しています。 

・金融業界への不満足の要因としてあがってくる「一時的、一過性の関り」ではなく、

継続的に関り「継続貢献」していくことを肝要であると信じて活動しています。 

・神奈川、東京、千葉、埼玉、静岡、青森の中小企業をメインに、財務改善・事業承
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継・将来ビジョンの達成に向け、最適な財務戦略を提案し企業が真に望む目的・目

標達成の継続的な実行支援を通じて、経済的安定の実行・実現を支援しています。 

・中学校、高校向けの課外授業として、金融の知識を提供する「お金の学校」や「ライ

フプランニング」のプログラムを提供していきます。 

・小田原市、南足柄市、秦野市などの近隣地域の企業に対して、社員のニーズや課

題に合わせた研修体系を構築し、必要な解決策（セミナー、コンサルティング）を実

施しています。 

１9 相模洋洗株式会社 

あらゆる社会問題の中で年々深刻になる環境問題。今後の地球環境を考えたときに

廃棄物はできる限り減少させ、適正に処理をし、リサイクルする方向で考えなくては

なりません。当社は廃棄物の再資源化や有効利用を図り、廃棄物の減量化を行うこ

とで環境負荷の少ない持続可能な社会の実現に向け、3R の推進に取組んでいま

す。                                                            

地球温暖化対策の中で一番大きな課題が CO2 の排出量削減であります。車から排

出される CO2 を削減することが急務であり、当社の取組として全てのドライバーはエ

コドライブの推進をしております。走行時にできるエコドライブを実践すると 15%程度

燃費が向上し、環境負荷の削減をしております。                   

小田原市には豊かな自然の中に山・川・海があり、山では依然として後を絶たない不

法投棄ごみの問題、地球温暖化による気象変動で毎年の様に起こる台風などの自

然災害により発生する災害廃棄物の問題、海では海洋プラスチックごみの問題など

様々な廃棄物が発生します。SDGｓ達成に向け、廃棄物の適正処理に努め、環境問

題に貢献してまいります。 

 

20 学校法人崎村学院 

・地域で獲れた魚（鯵、ふぐ）やスッポン、タコなど生きた食材を調理して命や食材の

大切さを学びます。                        

・グループ法人である老人ホームへお届けする料理訪問を行い、学生がつくった食

事を実際に味わっていただき喜ばれています。                 

・全国初の老人ホーム併設の学校として、夏季講座にて介護職員初任者研修を取

得ができ、「福祉の心をもった調理師」と「調理の技術を持った介護員」を育てます。                                     
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・世界に通用する調理師を目指して食品やレストランサービスに関する英語を学ぶこ

とや海外研修旅行を取り入れており、よりグローバルな人材育成に努めています。                                      

・実践的な調理技術を習得するために、地域の企業と連携しインターンシップ（現場

研修）を実施します。                                   

・地域の名産を食材に使い学校のジェラートマシンで新しいジェラートづくりを行い、

魅力のあるまちづくりのひとつとして貢献していきます。 

21 サンネット株式会社 

弊社でアウトソーシング事業の一つとして SICS（Sunnet Input Cloud System）というデ

ータ生成サービスを開始しました。これは、伝票等書類のデータ入力サービスのひと

つです。従来のデータ入力は会社に出社して専用マシンで一人が１枚の原票情報

を入力する必要がありました。しかし、SICS では場所を選ばず、パソコンを使って入

力できるようになりました。また、１枚の原票情報の数値項目だけ、英数項目だけ、日

本語項目を含めた全部を入力するといったように能力に応じて分業することが可能

になりました。 

このシステムを使うことで、弊社では障がい者雇用が実現でき、障がい者が健常者と

区別をすることなく同じ業務に従事することができるようになりました。今後も、障がい

者雇用の拡大を進めていきます。 

また、養護学校や就労支援施設へ SICS トレーニング環境の提供を推進しておりま

す。これにより、障がい者のかたの新たな雇用創出につなげています。 

さらに現在、小田原市と連携し、障がい者だけではなく自宅から外に出て仕事をする

ことが困難な方にも SICS のトレーニング環境を提供するという取り組みを進めており

ます。こちらでも新たな雇用の創出につなげていきたいと考えております。 

 

22 株式会社しいの食品 

1894年創業以来、小田原の地で食品製造をしております。 

SDGｓ達成に向け下記項目から積極的に取組み、“持続可能な社会”の実現を目指

します。 

＜活動目標＞ 

【③すべての人に健康と福祉を】 

・ペットボトルキャップ回収でワクチン接種支援 
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・病院食用減塩食品(梅、佃煮等)の製造 

【④質の高い教育をみんなに】 

・使用済み切手の回収で教科書代、学費、研修費用支援 

・ベルマーク回収で教材購入支援 

【⑦エネルギーをみんなに、そしてクリーンに】 

・二酸化炭素の排出量削減の為、本社ビル屋上に太陽光パネルを設置し、湘南電

力様へ電力供給 

【⑧働きがいも経済成長も】 

・育休／看護介護休暇完備(※1時間単位取得可能) 

・資格取得支援及び報奨金制度 

・メンター制度 

・宿泊施設利用補助制度 

・障がい者、外国人の積極的雇用 

・テレワークの積極的推進 

【⑫つくる責任つかう責任】 

【⑭海の豊かさを守ろう】 

・海に優しい釣用生エサの製造販売 

・ゴミ分別／リサイクル 

上記の活動により、持続可能な社会に向け地域と共に経済の活性化に取組んでお

ります。 

23 
株式会社ジェイコム湘南・神

奈川 小田原局 

・ケーブルテレビ、高速インターネット、固定電話、モバイル、電力、ホーム IoT サー

ビスなど、お客さまの楽しく快適な暮らしを実現するため、地域インフラとして多岐に

わたるサービスを提供しています。 

・２つのオリジナルチャンネル「J:COM チャンネル」「J:COM テレビ」を活用し、“地域

密着”を合言葉に、地域活性化に繋がるさまざまな情報を発信。地域課題の解決や

諸団体の活動、イベントの告知や企画・実施に向けて取り組んでいます。 

・「Clean Up Our Town」という地域清掃活動に、地域の皆様とともに取り組むことで、 
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自然との調和、住みよいまちづくりに貢献します。 

J:COMは、企業理念と SDGsの要素を取り入れた、社会貢献における 4つの約束を

制定し、社会貢献活動に取り組んでいます。 

◆私たちの街が輝きつづけるために行動します。 

◆穏やかで安心できる暮らしを創造します。 

◆地球に優しく緑ある未来を実現します。 

◆社員全員がいきいきと働ける会社を目指します。 

24 
四季料理・和菓子 右京

（株式会社すずしん） 

＜食を通して優れた日本文化を生み育て広めていくこと＞をモットーとしております。 

（14）海の豊かさを守ろう・・・海と陸の環境汚染対策として積極的に石油由来の商品

包材を使用しないように努めます。（11）住み続けられるまちづくりを・・・地元の積極

的な雇用に努め、地方ならではのコミュニティーをつくり、歴史と文化の香る町を目

指し観光イベント・文化活動への協力を行い地域の賑わいと住民の方々が誇りをも

てる町づくりに協力していきたいと思います。（16）平和と公正をすべての人に・・・真

の心の豊かさを目標に商品開発に弥次喜多シリーズをつくり江戸後期の天下泰平

の時代の心の豊かさを表現し、日本人の心の豊かさとは何かを啓蒙してまいります。 

 

 

25 
有限会社下村メディカルサ

ービス  

・使用済み金属の再利用による資源の保全 

→医療機器に使われている金属を加工用の金属材料に再利用する。 

・湧水の再利用・配布 

→当社、湧水資源を活用して水資源が必要な発展途上国へ配布 

・ジェンダーレスへの取り組み 

→女性が活躍しやすい社会の取り組みとして、会社の女性社員比率を多くしてい

る。 

→LGBTへの職場での偏見を撤廃 
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26 早雲法律事務所 

当事務所は，地域に密着した法律事務所として，地域の皆さまのお悩みを解決する

ため，相続・交通事故・企業法務・離婚・債務整理などのご相談・ご依頼に対応して

おります。また，裁判所から，破産管財人・成年後見人・相続財産管理人などに選任

され，それらの職責に基づく財産管理等の業務を行っております。また，地方公共団

体や社会福祉法人から各種委員などに選任され，それらの職責に基づく業務を行っ

ております。 

紛争処理や地域の方々のための財産管理などが法に基づき公正かつ平等に行わ

れるよう，日々，上記の各種法律業務に取り組んでいるほか，そのような公正かつ平

等な紛争処理などが広く実現されるためには，専門家への早期の相談がなされるこ

とが重要であることから，弁護士費用に対する不安を払拭すべく，相続に関するご相

談や交通事故の被害者からのご相談などを初回無料にてご対応しております。 

また，地域の方々向けの相談会や法律講座なども積極的に行っているほか，小田原

市ＳＤＧｓ体感事業や商店街連合会・ロータリークラブなどの活動にも積極的に参加

し，地域の持続可能な発展に貢献できるよう活動しております。 

 

 

27 
株式会社ダイトー建設不動

産 

当社では、住宅建設、不動産取引でＳＤＧs 達成に貢献していきます。 

①低炭素、耐震等級３、太陽光発電および蓄電池設備を備えた ZEH仕様の既存住

宅展示場で、太陽光発電や省エネ住宅の性能、耐震の将来性を体感していただ

き、住宅の温熱環境によるエネルギー量の節約、健康促進と、耐震性の向上による

安全性、持続性、地球環境、災害時での優位性などを伝えながら、普及活動をして

いきます。 

②働き方改革の一環で、社員の休日、休憩時間などに一定の選択性をもち、女性

や個々の生活環境に対応できる仕組みを進化させ、誰でも活躍できる仕事環境を

作っていきます。 

③IT 技術で各部署の職務を一元管理し、基幹システムの中で報告や確認、無駄な

移動や、効率的な資材使用による産業廃棄物の削減、低炭素化など産業革新をし

ていきます。 

④住宅ストック活用への取組みで、住宅リフォーム、リノベ―ジョンでの賃貸住宅の価
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値向上、適切な売買の活性化などを促進していきます。 

28 
株式会社ダイトーテクニカ

ル 

当社では、新築住宅、住宅リフォーム、リノベ―ションで住宅の温熱環境向上、高耐

久性住宅の提案や、消耗材の補修などで住宅性能の回復をし、住宅ストック活用を

していきます。また、CADシステムの連携と活用、業務のマニュアル化で作業効率化

を図り、勤務時間、車両での移動の無駄を省き、適切な資材仕入れ、産業廃棄物削

減によって二酸化炭素の削減に寄与し、ＳＤＧs 達成に貢献していきます。 

 

 

 

29 ミマスモール 

当社は、知名度の向上とブランディングを行うこと、お客様や地域社会からの信頼度

を高めるために、「企業の体重計システム」導入による環境問題解決と社会貢献を目

指します。 

ごみの管理システム「企業の体重計」を活用することにより、今までリサイクルをせず

に廃棄していた数量の把握や店舗毎の減量化活動に取り組みやすくなります。 

廃棄物排出量・リサイクル率の見える化ができるため、各指標の目標と実績の比較

が容易になり、目標達成のために、廃棄物の削減と、廃棄物の分別に対する意識が

向上し、行動変容を促す結果、①廃棄物排出量の削減と②リサイクル率の向上が期

待できます。 

また、廃棄物排出量・廃棄物処理における CO2 発生量の見える化ができるため、①

廃棄物排出量の削減、③廃棄物回収車の効率的運用が可能となり、廃棄物処理に

必要なエネルギーを削減でき、CO2発生を低減することが可能です。 

ゴミと資源の総排出量を削減し、環境負荷の更なる低減を図ることで豊かな環境を

後世に引き継ぎ、子どもたちが将来に「夢」をもつ事のできる社会の実現を目標とし

ます。 

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 

30 
一般社団法人チャレンジマ

イセルフ 

・運動機能や活動意欲に通じる健康維持，心肺活性化や免疫機能維持による未病

対策のために高齢者はもちろん若年時からの継続が個人生命の持続可能な方法で

あるとして全年齢層に向けて生涯学習を提供しています。  

・異年齢層（特に高齢者と中高校生）が趣味交流、高齢者体操交流のコンテンツ開

発とサービス提供を行い、効果を上げています。 

・交流サービス実施の総合的成果としてイベント開催を行い、多様で不断の交流に

よる新たな興味形成を促進します。 

・趣味や活動の多様性を通じて、他者への作法や心遣いの実例を紹介したり、グル

ープワークを通じて醸成します。 

・定年退職者が自らの経験を話し、未就業年齢が社会貢献の意義を学び、健やか

で幸せな福祉社会を築き，それぞれが他者の役に立っていると意識を持つことがで

きる反応のある活動を構築します。 

・日常の営みを多様に、そして、それぞれに適した豊かさを実感できるサービスの提

供を活動の基礎としています。    

 

31 株式会社トヨコン 

◆包装資材や省人化機器、包装設計など物流の何でもを取扱う総合商社です。 

◆SDGs は世界の約束事であり必達の目標。取組の遅れは企業存続や経営に大き

なダメージとなると捉えています。 

◆お客様の SDGs 取組みを助けることが商社の責であり弊社の SDGｓ推進と考えて

おり、特に SDGｓ思考の梱包材については調査や開発に注力しており、例えば梱包

緩衝材として発泡プラスチックを段ボール素材化した 

★「衝撃値低減仕切り」は大幅なコストダウンを実現し脱プラと優れた緩衝機能性が

認められ 2020日本パッケージングコンテスト受賞。 

★「扇風機用梱包緩衝材」は厳しい落下試験条件をクリアし従来発泡プラ材と比較

し CO2を 56%削減。 

★「ワッフルパッド(立体紙緩衝材)」は緩衝性や省スペースほか優れた梱包機能を有

し海洋プラスチックや地球温暖化問題に対応した次世代環境型梱包材です。 

◆企業やお客様の SDGs 取組のキッカケやヒントとなる市場動向や梱包材、お役立

 

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
ち情報をブログ「梱包材 SDGs道場」により随時発信しています。 

Google検索「SDGs 梱包材」で上位ヒットを戴き感激しています！ 

32 
株式会社なかいまち薬局 

みなみぐち薬局 

・厚生労働省の国民運動でもある、スマートライフプロジェクトに参画し、健康寿命を

延ばす取り組みをしております。医療、運動、食生活等を中心に、具体的なアクショ

ンの呼びかけをホームページ、インスタグラムで発信を行っています。 

・地域イベントで薬や健康をテーマとした講師として交流を図り、まちの健康活性化

に努めています。 

・管理栄養士による相談予約を行っております。疾病、嚥下困難がある方に、食、栄

養相談を随時受け付けております。またフードロスを防ぐ為のアドバイスも行っており

ます。 

・プラスチックごみの排出を減らすため、薬局で使用されていたレジ袋を 2020年 7月

からエコバッグの使用推進に変更しています。薬局内でもエコバッグを販売していま

す。 

・薬局スタッフによる開局前の鴨宮駅前ゴミ拾い清掃活動を行っています。                                       

・専門性を高める為、研修認定薬剤師・専門認定薬剤師取得し、国民の健康増進に

寄与する社会的責務を担います。 

・性別を直接伺うことなく、保険証等の媒体で確認させていただいています。 

 

 

33 株式会社中川工務店 

・全館空調システム（エアコン 1 台で冷暖房できる家）による温度管理、さらに湿度管

理を備えた住宅を提供することにより、より快適で健康的に住める住環境の提供を行

っています。【３への取り組み】 

・太陽光発電、高気密高断熱による ZEH 住宅を建築し、CO2 排出量の削減を行っ

ています。【７への取り組み】 

・社員一人一人が安心して働ける職場づくりを推進しています。また協力会社との対

話を通じた人権侵害防止等の取り組みを行っています。【８への取り組み】 

・長期優良住宅を建設することにより、住宅寿命が平均 277年と言われているところ、

耐用年数を 60 年とすることにより、取り壊しによる産業廃棄物の削減を行っていま

す。【11への取り組み】 

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
・太陽光発電システムの積極的な導入や電気使用量を抑える住環境の提供を行っ

ています。また、蓄電池や V2H 設備なども組み合わせ、より有効活用を行っていま

す。【13への取り組み】 

・県産材の間伐集成材を積極的に使用し、環境に配慮した材の使用、および環境に

配慮した性能を提供しています。【15への取り組み】 

34 
野村證券株式会社 小田

原支店 

野村グループでは、SDGｓ推進への役割を表現するコンセプト「Drive Sustainability」

を制定し、様々な取組みと情報発信を強化しています。 

これを踏まえ、野村證券小田原支店としても地域の持続的成長と循環型社会の構築

に貢献すべく以下の取組みを行っています。 

・小中学校、高校向けの金融経済教育プログラムの提供 

・地元企業の若手社員を対象とした「超若手会議」の開催 

・投資を通じた SDGｓの啓蒙 

・デジタルでの資金調達やポイント発行による経済活性化 

・地域振興のための各種取組みへの積極的な協賛 

 

  

35 ノンブランド小田原 

ノンブランド小田原は、学生メンバー８人で構成されている団体です。若い世代の私

たちが動き出すことで解決できる地域課題があると思い、活動を続けています。今ま

で実施した３つのイベントは、課題解決のみならず、地域課題を知ってもらうきっかけ

にもなりました。 

第１弾は、フードロスイベントを開催しました。コロナウイルスの影響で収穫されない

ブルーベリーがあると知り、自分たちで収穫、買取り、レシピ考案をして、カップケー

キとフルーツティーを販売しました。 

第２弾は、あきさわ農園さんからいただいた摘果みかんで青みかんスカッシュを作っ

て販売しました。熱中症対策の意味も込めて、袖ヶ浜ビーチクリーンで出店させてい

ただきました。 

第３弾は、小田原空襲に関するオンラインイベントを開催しました。小田原で起こった

空襲の歴史を知りたい、次世代へ繋げていきたいという想いから、小田原空襲に詳

しい方や、実際に経験した方にお話をうかがいました。 

 

  



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
今後は放棄竹林の活用方法の考案や、小田原の特産品を伝えていくイベントなどを

考えています。そのために今はオンラインミーティングをしたり、実際に放棄竹林や

特産物を見に足を運んだりしています。 

36 ハラコン 

「ブレスト」というグループディスカッションを通じて,プレゼンターの提示する社会の

様々な課題を解決するためのアイディアを提供する事業を定期的に行っています。

これまでに、EVカーシェア事業を展開する eemoの活用方法や SDGsの普及などを

テーマにブレストを行いました。色々な職種、年代、小田原以外からも参加者が集ま

るので、学校や職場では学ぶことができない多様な意見に触れることが出来るととも

に、プレゼンテーションを通じて事業の価値や可能性を再発見することもハラコンの

魅力です。社会の課題解決のアイディアを考えることで他人事が「ジブンゴト」にな

り、それが将来的により良い街づくりに繋がっていくと考えています。 

 

37 株式会社ピアフィード 

・2020 年 12 月、ピアフィードは全国各地に住む９人の発起人により小田原の地に設

立されました。非運の天才プログラマー金子勇博士との出会い、そして 42歳という若

さでこの世を去った彼が残したアイデアと技術、それらがわたしたちピアフィードを地

域における社会課題解決という２１世紀の次なる切り拓くべき地平に導きました。 

・少子高齢化の世界のトップランナーである日本のその最前線にある地域に山積す

る課題。これを突破していくことこそが、共創によるイノベーションを生み出す源泉で

あるとわたしたちは考えます。ビッグデータ、IoT、AI、ブロックチェーン、ロボティック

ス、次々と生み出され改善・応用されていく技術。これらを総動員して２１世紀に相応

しい社会を実現することを、世界中の地域が挑戦し始めています。ピアフィードは、

地域のみなさまと共にこの挑戦に参戦するために設立されました。 

・テクノロジーは道具にしか過ぎません。地域で生きるすべてのものによりそう真の社

会変革を実現するために、これらのテクノロジーをいかに賢く活用していくかにありま

す。 

・「未病検知ソリューション」を皮切りに地域と共に運用できる仕組み作りと人材育成

を目指します。 

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 

38 
ヒューマンズ・ネット株式会

社 

当社は、最先端の技術を希求してたゆみなく向上し、常に最高の品質と、最良のサ

ービスを提供して社会に貢献することを経営理念としています。 

この経営理念を実践する中での、SDGｓ達成に貢献する以下の取り組みを行って参

ります。 

・ＩＴ技術の教育事業を通じて、ＩＴ社会を支える人材育成に貢献していきます。 

・若者育成、地域起こし、健全健康などを目的とした地域グループに参画し、地域社

会に貢献していきます。 

・「健康経営」を実践し、職場環境を常により良く整備していきます。 

・ITを活用したサービス提供で地域産業の発展に貢献して参ります。 

・資源効率と省エネの向上に貢献すべく、取り組んでいます。 

 

39 株式会社ヒンジス 

神奈川県が開発した「かながわ鶏」の養鶏をきっかけに自社で地鶏を開発し、生産

から販売まで６次産業を行っています。地鶏という地産品が生まれることで、訪日外

国人に地域を知ってもらい、新規就農者を促します。また廃棄食料をエサに活用し、

地域の子供たちの食育にも役立てています。 

・地域に住むシニアや子育て世代ママ、リワークトレーニングなどやさしい雇用を推

進しています。 

・地域の企業と企業をつなぎ、SDGｓの推進を行っています。 

・不要物をリサイクルして養鶏事業に役立てています。 

・休耕地や休眠地を活用し、利活用を促進しながら里山保全を行っています。 

・フードロスとともに原材料ロスも削減するため、地域内の地産品や雑魚などを飼料

にしています。 

・かながわ SDGｓパートナー認定登録しています。 

 

40 株式会社プラントビオ 

海の豊かさや陸の豊かさを守るためにも今の環境がどうなっているのかを知ることが

重要です。水質環境は様々な事象によって左右されます。化学分析だけではわから

ないこともそこにいる生物達が知っているのです。 

私たちはこの小田原で 30年にわたり水生生物を通して自然環境をみてきました。 

河川では水生昆虫・付着藻類・魚類 

 

  



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
海洋では動物・植物プランクトン分析や魚卵稚仔魚 

潮間帯ではゴカイや貝類など                       

またダム湖では定期的な動物・植物プランクトン分析から水道水の安全・安心を守る

ことにも貢献してきました。 

近年では電子顕微鏡や DNA解析なども用い種を同定しています。 

これからも水生生物を通して、自然保護に貢献していきます。 

41 
社会福祉法人宝安寺社会

事業部 

・重症心身障害、医療的ケアを必要とするお子さんや成人の活動場所や住まいの提

供を行っています。 

・障がい者の就労、職場への定着を支援しています。 

・農福連携に取り組み、農業分野における障がい者の活躍及び農業と他業種との連

携による就業を促進しています。 

・発達支援を要するお子さんや障がいのある人の暮らしを支えるための支援者チー

ム及び地域ネットワーク作りを行い、公開講座を実施しています。 

・障がいのある人が自分の意思で決定することを推進する支援を行っています。 

・未来を支える子どもたちへの SDGs保育プログラムを実践しています。 

・施設内に地域住民や高齢者、子育て世代親子が自由に利用できるフリースペース

を設置し、障がい者が働くカフェを運営しています。  

・片浦まちづくり委員の一員として、過疎地域の住民のためのライドシェアに協力し、

暮らしやすい地域づくりのための繋がりを強化。夏祭りや陶芸教室等で地域交流を

行い、地域の活性化に努めています。     

・再生可能エネルギー等導入推進基金を活用し太陽光発電を行い、重度障害や医

療ケアのある方の万が一の時の安全に備えています。風水害一時避難所として地

域住民の安心につなげていきます。 

 

42 マツダ小田原株式会社 

・横浜銀行のＳＤＧｓへの取組に共感し、ＳＤＧｓ医療・福祉応援私募債を起債。発行

金額の一部が横浜銀行を通じて、かながわコロナ医療福祉応援基金に寄付され、医

療福祉介護の現場で働く方々の支援実施。 (③）                                 

・エコアクション 21に取組み、ＣＯ２の削減をしていす。(⑦⑫⑬⑭⑮）                         



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
・日本テクノの電力監視システムを導入し、電力の見える化を実施し、電                         

力量の削減に取り組んでます。(⑦⑬）                      

・取扱商品の中でも環境にやさしいクリーンディーゼル車・ハイブリッド車を推奨して

います。（⑦⑬）                      

・ショールームでの取扱い品について、紙製ストローなどエコ商品を積極的に使用し

ています。（⑫） 

・地域の自治会に加入し、運動会や子ども神輿などのイベントを通じて、地域振興に

貢献しています。（③⑪）                   

・小田原管内青少年交通安全協議会に加入し、交通事故のない平和な社会                         

環境の形成に取り組んでいます。（③⑪⑯）  

・全社員に対し、定期健康診断や予防接種を実施してます。（③） 

・全社員に対し販売商品の研修やマナー研修を行っています。（④）                                                                

・定期的に社員が集まり、意見交換をする事により目標の設定や到達度を確認して

います。（⑰）  

 

43 株式会社丸江 

「快適をお客様にも、地球にも」を経営理念として企業活動を続けております。 

LP ガス事業、EC 事業、日本茶と和紙の専門店「江嶋」、キャンプ用品専門店の

「sotosotodays」、キャンプ場「sotosotodays CAMPGROUNDS」の各事業活動を通じ

て弊社が提供するものはお客様にとって快適であるだけでなく地球にも快適である

ことを徹底することを目指しています。 

LP ガス事業ではクリーンエネルギーである LP ガスおよび高効率の機器、住設機器

等を提案し CO2排出削減に努めてまいります。 

日本茶と和紙の専門店「江嶋」では、環境に配慮した店舗運営に努め、健康的で豊

かな暮らしをサポートいたします。 

EC 事業ではガス器具、キャンプ用品、オカムラ製品等の販売を通じてますます需要

の高まる EC 事業でできるだけ簡略化した梱包を徹底するなど環境に配慮しつつお

客様の生活を豊かにすることに努めます。 

キャンプ用品専門店「sotosotodays」では、小田原はもとより首都圏からも多くのお客

 

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
様に来店いただけるようすることを目指し、小田原地域の活性化の一役を担えれば

と考えております。 

キャンプ場「sotosotodays CAMPGROUNDS」では、キャンプ文化の浸透をはかりなが

ら自然とともにある生活を体感できる施設として今後も運営を行ってまいります。 

44 合資会社マルク洋服店 

・明治 20年の創業から 134年を迎えるマルクでは、創業から現在まで従業員の大半

が女性従業員です。その為、常に職場環境、勤務体制の改善や介護、育児と仕事

の両立サポートなどの女性活躍の推進に取り組んでいます。 

・子どもの毎日の生活を支える「学校シューズ」を考える団体 JES「日本教育シューズ

協議会」として、学校現場の声や各大学の研究機関と連携して、成長期の体に優し

い学校シューズを企画開発しています。 

日本学校体育研究連合会から優良体育用品として認定された靴を取り扱い、学校

や介護施設など、子供から大人まで幅広い世代に足幅の測定を実施しています。 

正しい足のサイズを知ることで、靴の履き方を改善し、外反母趾など足の病を未然に

防ぐことができます。 

未病対策の一環として、足に良い靴を推奨する足育を促進しています。 

・未病、足育に取り組む中で、使用済みの対象シューズを回収し、新しいシューズの

材料として再利用するシステムも採用しています。                                                        

マルクは、足の健康だけでなく、地球の健康、環境を考え、サスティナブルという観

点から新たな教育的価値の創造を推進しています。 

＊令和 3年時点でのデータです。 

 

 

  

45 マルセン株式会社 

・横浜銀行のＳＤＧｓへの取組に共感し、ＳＤＧｓ医療・福祉応援私募債               

を起債。発行金額の一部が横浜銀行を通じて、かながわコロナ医療福祉応援基金

に寄付され、医療福祉介護の現場で働く方々の支援実施。(③）                                 

・当社商材である生コンクリート、セメントは都市開発や社会インフラ整備の現場で利

用されています。グループ企業では製造も手掛けており、生コン及びセメントメーカ

ーと連携・協議。安心安全な製品製造を日々行い、豊かで便利な社会環境創造の

一役をグループ一体で担っております。（⑨⑪⑫⑰）                                                         

 

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
・ＣＯ２排出が少ないとされるディーゼル車両の導入を進め、環境に配慮した営業活

動を励行しています。（⑦⑬）                    

・本社事務所をＬＥＤ照明に切り替え、エネルギー消費の省力化に取り組んでいま

す。（⑦）                                                                

・全社員に対して定期的健康診断や予防接種を実施しています。(③）         

・災害に備え３日分の食料・飲料を備蓄しています。（⑬）                                         

46 
三井住友信託銀行株式会

社 小田原支店 

当店では、信託銀行ならではの機能を活用し、地域に根差した社会貢献や環境活

動を積極的に推進しています。 

①高齢者の方への財産管理サービスの提供や、企業オーナーの方に対する事業承

継支援を通じた超高齢者社会の到来への対応 

②西湘地域へ移住される方への住宅ローン商品の提供を通じたまちづくりへの貢献 

③SDGs目標達成につながるWith You活動への取組 

当店の With You 支店ブログでは「自分たちが取組む With You 活動は SDGs のど

の目標達成に繋がるのか」を視覚的に伝えられるよう、SDGs のロゴを配置して随時

情報発信していますのでぜひご覧ください。 

小田原支店With You支店ブログ 

URL：https://branchblog.smtb.jp/kanto/except-tokyo/odawara/ 

当社では SDGs 宣言をしていますが、当店はまちづくりへ貢献する目標 11 を宣言

し、特殊詐欺未然防止に向けた活動（小田原警察署との特殊詐欺防止勉強会の実

施など）に力を入れています。 

その他、当店では以下のような活動にも取組んでいます。 

・ナショナル・トラストロビー展の開催 

・富士フイルムイメージングシステムズ株式会社様の「マスクの下は笑顔です。」活動

に参画し、社員 1 人 1 人が笑顔の写真を胸元につけマスクを着用して業務を行うス

マイルプロジェクト活動の取組 

・「御幸の浜海水浴場」の海岸清掃活動 など 

 

 

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 

47 めだかサポーターの会 

環境省のレッドリストで絶滅危惧種Ⅱ類に指定されている在来種のメダカである「酒

匂川水系のメダカ」の保護活動を行っています。 

●環境保全活動 

県自然保護協会から「生物多様性ホットスポット」に選ばれた桑原地区の在来メダカ

生息地及び小田原市が条例で定めた「野生の生き物保護区」を中心に、パトロー

ル、草刈、藻刈、メダカの天敵アメリカザリガニの駆除等を実施。また、メダカ生息地

の拡充のために休耕田利用のビオトープ造成、管理も行っています。 

●教育啓発活動 

小学校への出張授業や校外学習への協力、中高校生向けの夏休みボランティア受

け入れ、各種勉強会や講演会の企画、主催、市民交流センター主催のイベントやセ

ミナー参加及び活動協力を行っています。 

●農業支援活動 

桑原地区で生産される米は、「めだか米」として認知され流通しています。その増産、

維持の為活動されている一般社団法人「おだわら農人めだかの郷」に協力し、休耕

田の耕作、田んぼの田植え、稲刈などの労働支援を行っています。 

●企業との協働 

様々な企業様とパートナーシップを結び、ボランティアの協力を頂いています。 

同時に企業様へは農業体験等の時間を提供させて頂いています。 

 

 

48 
株式会社凛門 江之浦リトリ

ート 凛門 

・館内に湯治フロアを設け、滞在者の免疫力を高めるアプローチをし健康増進を図り

ます。（３） 

・地域の農家やお店などと連携し地域の魅力を再発見し、発信するアクティビティを

実施します。（11) 

・食品ロスゼロ実現のためにコンポストを設置し、堆肥を地域の畑に還元していきま

す。（２・15） 

・定期的に近隣漁港のビーチクリーンを行います（14・15） 

・小田原市や近郊の間伐材を使用した薪の料理を提供します。（12・14） 

・建築では、使用から廃棄までの CO2 排出量の少ない建材を選択。プラスチック素

  

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
材の利用を極力なくしました。内装の木は全て天然木を利用し、壁はビニールクロス

ではなく土壁を採用しました。（12・15） 

断熱材や木製のルーバーで日射遮蔽をし、室内空間の空調負荷を減らしエネルギ

ー負荷の軽減を図った。（13） 

また、空調は従来型の風を出すエアコンではなく、全館でパネルシェードを採用。風

を全く出さずに、建物を温めたり冷やしたりするため、ハウスダストの大幅な軽減など

身体への優しさを配慮しました（12） 

・お客様の滞在費の一部が気候変動対策などをしている環境団体への寄付になりま

す。(13） 

49 株式会社 REXEV 

・エネルギーマネジメント連動型の電気自動車カーシェアリングサービス「eemo（イー

モ）」の提供を行い、交通の脱炭素化、地域内の電力需給調整能力の向上を通じた

再生可能エネルギーの普及促進、非常用電源の確保、公共交通機関の二次交通と

しての活用を通じた地域活性化を目指しております。 

・また、eemo（イーモ）を通じて電気自動車を気軽に体験する機会をご提供すること

で、利用者の方に電動車に興味を持っていただくきっかけとなることも企図しており

ます。 

・上記事業は小田原市、湘南電力とパートナーシップを組みながら運営しておりま

す。また、移動の起点・目的地となる地元施設や観光スポットとの連携も進めておりま

す。 

・普通乗用車以外の e-モビリティの活用、MaaSの取組との連携、自動運転技術の導

入等、将来に向けた技術検討を進め、全ての人が移動しやすくなる地域作りを目指

しています。 

 

 

50 宗教法人蓮華寺 

・SDGs が掲げる「すべての人々を誰一人取り残さない」という原則目標と、仏さまの

教えとして根底にある「慈悲の心」と親和性が高いと考える 

・現在、当山では「写経会」「ヨガレッスン」「プログラミング教室」などを通じ、地域住民

の【ハブ基地】として広く利用してもらえる活動を行っており、本来の【お寺】の役割と

して門戸を広げ分け隔てなく集える場所を構築し、地域社会を支えるコミュニティ作り

 



おだわら SDGsパートナー（令和３年２月登録）の活動概要と掲げるゴール 
を担いたいと考える 

・2020 年より全国の小学生で必修化となった「プログラミング教育」は定期的に体験

会を開催し誰でも気軽に最先端の教育を学ぶ機会を提供している 

・国内に限れば近年大規模災害が発生し尊い命を無くしているに多くの方が「人はと

もに支え合えなければならない」と実感している。これは仏さまの教えである「自利利

他」に合致し、「自分の幸せになることは他者を幸せにすることであり、他者の幸せは

自分の幸せでもある」という教えを全ての人が実感できる「豊かさ」を提供して行きた

いと考える 

 

 

 


